



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ?? ? ???
の第１回普通選挙にあたり東京６区で選挙運動
に関わり，その祝勝会でとった記念写真であ
る。見づらい写真だが多くの壮年男子に交じっ
て中央上部に顔が見える青年が私の祖父であ
る。この後，所帯を持ち生まれた男の子が私の
父というわけだ。
　父からは戦争中の話を聞いた。下関まで朝鮮
からの労働者を迎えに行き川崎まで連れてきた
話であり，鶴見空襲の時に，どうせ死ぬならと
屋根の上でながめていたら200ｍ先で爆弾投下
が終った話である。母からは群馬の田舎で米戦
闘機から機銃掃射を受けた話を聞いた。これに
叔父からの話も加える。東京空襲で子どもをか
ばうようにして真っ黒になって死んでいた母親
を見た話と南京入城の際に中国人の２，３歳の
子どもを日本兵が蹴り殺した話である。「戦争
は本当にしちゃダメだ」と何度も繰り返した叔
父の姿を今でも思い出す。生徒にとって教科書
の記述が身近な人々の過去と直接つながってい
ることの衝撃は大きいはずだ。
　現在の国際関係にまで尾を引きずっている従
軍慰安婦については，1993年８月４日付の「慰
安婦関係調査結果発表に関する河野内閣官房長
官談話」（外務省ホームページで検索）を読み
上げることにしている。正直なところ男性教員
が慰安婦問題を語る語り方は難しい。河野談話
の読み上げだけでも，生徒に対する発信力は大
きいと思っている。また，修学旅行で沖縄に行
く学年では，ガマの中にも慰安婦の人たちがい
た事実を語ることにしている。
???????????????
　以上，私の日本史授業での語りの枠組みと生
徒の理解をすすめるための工夫について書き
綴ってきたが，「はじめに　本稿の目的」で書
いた，専門外の教師が日本史授業に当たるにあ
たっての構えを最後に示してまとめとしたい。
　そもそも専門外の科目では，教師の知識の絶
対量が少ない。専門科目であれば，授業の語り
を右からでも左からでも上からでも下からでも
前からでも後ろからでも縦横無尽に語ることが
できるが，専門外の授業では，少ない知識のも
とでも体系立てて生徒が分かるように授業を展
開しなくてはならない。これはなかなか至難の
技である。そこで，教師は多くの知識を得るた
めに勉強することはもちろんだが，少ない知識
でもあえて自分なりの時代像を構築する努力を
しなくてはならない。なぜなら，知識の少ない
教師が毎時間毎時間手探りで史実を伝えるだけ
の授業をしていては，生徒にとって日本史は細
かい知識の暗記ものとしかとらえられないから
である。多少の間違いは覚悟の上で，自分の知
識の範囲で作り上げることのできる「自分なり
の時代像」を作り語る努力をしなくてはならな
いのである。
　そして，つぎに大切なことは，そのことを正
直に生徒に伝えることである。専門外科目の授
業は３年間同じ学年団として生活と学習をとも
にする生徒の学年進行に合わせて担当する授業
なので「教師としての自分も勉強しながら学問
的に成長している」ことや「生徒も教師も卒業
までに今できる最善をつくそう」などと生徒に
訴えるチャンスとなる授業でもある。また，教
師が日々努力して学びながら授業をする姿を見
せることは「自らの調査研究にもとづき自らが
その時々の知識の体系を再構成する」ことが学
問への道であることを示すことにもなる。
　その意味での私自身の到達点にもとづく，各
時代の流れについての語りが本稿である。授業
づくりは，学級づくり・学年づくり・学校づく
りにもつながる。学ぶ共同体としての生徒−教
師関係をつくるために，臆することなく専門外
の科目にチャレンジする社会科（地歴科・公民
科）教師であってほしいという希望を述べて稿
を閉じる。
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